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本 邦 産3種 Sogatella属 ウ ンカ の寄 主 植 物 分 化 と

腹部振動波による求愛歌の特徴

嚴 基白 ・井上 斉 ・平尾重太郎(九 州農業試験場)

Host plant diversity and species-specific calling sounds in certain Sogatella spp. (Ho-

moptera: Delphacidae). Ki-Baik UHM, Hitoshi INOUE and Jutaro HIRAO (Kyushu 

National Agricultural Experiment Station, Chikugo, Fukuoka 833)

Our field observations indicate that the major host plants are Uryza sativa (rice) 
for Sogatella furcifera, Echinochloa crus-galli (barnyard grass) for S. panicicola, and 

Digitaria adscendens for S. longifurcifera. All of these plants gave good growth of 
insects in the laboratory except that both S. furcifera and S. panicicola showed a high 

mortality on D. adscendens. The distinct difference in calling sounds of these species 

suggested sexual isolation one from another. In an oscillograph analysis of sounds a 

.series of male calling sounds consisted of two types, a trill of regular and irregular 

pulses, and in the case of females a series of simple and regular pulses consisting of 
several chirps, showing different rates of pulse repetition. No identical or confusingly 

similar sounds were demonstrated among the species. Interspecific insect crosses were 

unsuccessful for any combination of the three species.

本 邦 で報 告 され て い る6種 のSogatella属 ウ ンカの 寄

主 植 物 は,主 と して.イ ネ科 植 物 で あ る。 これ らの うち西

南 暖 地 で は セ ジ ロウ ン カ(S.furcifera),ヒ エ ウ ンカ

(S.panicicola),セ ジ ロウ ン カモ ドキ(S.lougifurcifera)

の 発 生 が 多 い 。 そ こで本 属 の 種 分化 と生 殖 隔 離 機構 に 関

す る研 究 の一 環 と して,代 表 的 な 寄 主植 物 に よ る幼 虫 の

飼 育,腹 部 振動 求 愛 歌 に 関 す る種 間 の 比 較 を行 うと と も

に,種 間 雑 種 の作 出 を試 みた 。 な お,筆 頭 者 は 日韓 農業

共同研究(JICA)に より,九 州農試在勤中に本研究 を行

った。

材 料 及 び 方 法

供 試 ウン カ:材 料 として 用 い た3種 ウ ンカは,い ず れ

も福 岡県 筑 後 市 九 州 農 試 付 近 で,1981年11月 か ら1982年

2月 に採 集 した もの,ま た は それ らの飼 育 コ ロ ニーか ら

産 まれ た虫 で あ っ た。

代 表 的寄 主植 物(イ ネ科)に よ る飼育:こ れ まで の観

察 に基 づ く一 般 的 な寄 主 植 物 は,イ ネ(セ ジ ロウ ンカ),

タ イ ヌ ビエ(ヒ エ ウ ンカ),メ ヒシバ(セ ジ ロ ウ ンカ モ
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Table 1. Development of 3 species of Sogatella planthopper on major host plants at 251C

a: A: 81.10.25-11.20, B : 82.1.30-2.15, C : 82.2.24-3.13, D : 82.3.16-4.4.

b: Avg nymphal periods were calculated by the no. of adults emerged. 

c: Figures in parentheses show % nymphal mortality.

ドキ)で あると考 え試 験を行 った。時期 を変え4回 の反

復試験 を実施 した。供 試植物 につ いて,第1回 試験の タ

イヌ ビエとメ ヒシバは休閑田で採集 した出穂以後 の成植

物 を用い,そ の他の場合は予 め採集 した種子 を発芽 させ,

幼 苗(水 稲の品種は レイホ ウ)を 用いた。飼 育は径3cm,

長 さ20cmの ガラス試験 管を用 い,試 験管当 り30～50匹 を

1齢 幼 虫か ら羽化 までの飼育 を行い,供 試 虫の死亡 によ

り試験管当 り虫数が減少 して も,そ の まま飼育 を 続 け

た。供試植物 は成植物 の場合,試 験管当 り2～3本,幼

苗 では約10本 とし,4～5日 ごとに交換 した。飼育条件

は25±1℃,連 続照 明 とした。

腹部振動波 の録音及 び解析:録 音は新井(1977)の 方

法 に準 じた。 すなわち,ク リス タルイヤホ ンの振動板上

に針 を固定 し,こ の針 に寄主植物の茎 を接触 させ,イ ヤ

ホ ンの プ ラグをカセ ッ トテープレコーダのマイクジ ャッ

クに接続 し,25土1℃,人 工照明の もとで録音 した。録

音 した振動波 の再生音 は,オ シロス コープによ りオシ ロ

グ ラフを作製 し,波 形解析 を行った。 なお,供 試虫 は羽

化後5～8日 の未交尾の雌雄 を用いた。

種間雑種作出の試み:3回 にわたる試験 を実施 した。

径8cm,高 さ15cmの プラスチ ック円筒 また は径3cm,長

さ20cmの 試験管へ,羽 化3～5日 後の未交尾雌成虫5匹

を1組 と し,組 合せの他種の未交尾雄5匹 と共に入れ,

交 雑 を試みた。3種 ウンカについて正逆組合せ を含む6

組合 せのすべて に,9～11反 復(1組 合せ当 り合計供試

雌45～55匹)の 交雑 を試 みた。産卵及び食餌植物 は,雌

側の種の寄主植物 または イネ苗 を用い,3～5日 間隔 で

交換 した。産下卵の発育及 びふ化幼虫の有無 を調査 した。

結 果 及 び 考 察

1.3種 イネ科植物上 におけ る幼 虫発育

第1表 に示す とおり,幼 虫期間中 の死亡率及 び幼虫期

間の長 さは一定の傾向を示 し,セ ジロウンカの発育 はイ

ネが最良 で,タ イヌビエが これに次 ぎ,メ ヒシバで は成

虫 に達 す るまでに約90%の 個体が死亡 した。 ヒエウンカ

の場合3種 植物のいずれ において も羽化 する個体は得 ら

れ たが,タ イヌビエが よ く,次 いでイネで,メ ヒシバで

は若干の個体が羽化 したにす ぎなか った。 セジ ロウンカ

モ ドキは3種 ウンカの中で食餌植物 によ る発育の違いが

少なか ったが,イ ネ及 びメヒシバが よ く,タ イヌビエで

はやや劣 った。

な お,第1表中 同 じ組合せで も試験時期に よって死 亡

率 に差が生 じた場合 もあった。 これ はふ化幼虫 を入れた

飼育初期 に高湿であると,初 期死亡が多かったためで,

この点が判明 したのちは,高 湿 にな らない よう配慮 し

た。

MOCHIDA・OKADA(1971)に よれ ば,本 邦 におけ る

セジ ロウンカの寄主植物 として イネ,ヒ エ属,メ ヒシバ
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Fig.1. Calling sounds of 3 species of Sogatella planthopper. One phrase 

in a series of sounds is shown in the left division and its mag-

nification (3-4 chirps involved) of a phrase in the right division.

を含 む41種 の イネ科 とカ ヤ ツ リグサ 科 が,ヒ エ ウ ン カに

は ヒエ 属 と イネ,セ ジ ロウ ン カ モ ドキ に は ヒエ属,イ ネ

等 を含 む イネ科9種 の 報 告 が あ る と 述 べ,奈 須 ・末 永

(1956)は 野 外 で ヒエ ウン カの 寄 生 が 多 い植 物 と して ケ

イ ヌ ビエ((タ イ ヌ ビエ と同属)を あ げて い る。 寄 主植

物 の定 義 に関 す る論議 もさ る こ とな が ら,筆 者 らの野 外

調 査 に よれ ば,セ ジ ロ ウン カの 場 合7～8月 に イネ,ヒ

エ ウ ンカ は9～11月 に タ イ ヌ ビエ,セ ジ ロ ウ ン カ モ ドキ

は9～11月 に メ ヒシバ で発 生 が 多 く,本 試 験 の 結 果 と一

致 して い る。 つ ま りSogatella属 ウ ンカの 種 類 間 に は主

要寄主植物に関 して分化 してい ることが結 論づ けられた。

2.雌 雄の腹部振動 による求愛歌

ICHIKAWA(1979)に より,セ ジロウンカは腹部振動

VLよ る求愛歌 を発 し,そ れが寄主植物上 を伝達 して,雌

雄 間の交信が成立す ることが明 らかに されて い る。本試

験 において も3種 の ウンカにその現象が認 め られ,こ れ

がSogatella属 に共通 した交信手段であ ることが確認 さ

れ た。`

オ シログ ラフによって両性の求愛歌の波形 を比較す る

と,第1図 の とお り雄の方が複雑 であった。すなわち,
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Tabl2. Characteristics of caling sounds in 3 species of Sogatella planthopper

a:A chirp is composed of one or several pulses and shows a sound unit(cf.Fig.1).

雄 は間欠 的に求愛歌 を発 し,そ の波形は規則的な部 分 と

不 規則 な部分か ら成 り立 って いた。規則的な部分(1節

の長 さ1～8sec程 度)を 拡大 した場合(第1図 右半分),

数 個のパルスか ら成 る種特異 的な単位波形(unit chirp)

に分 け ることが でき,そ こには周波数や強 さに差異 があ

る振動波 の混 ったパルスが認 め られた。不 規則な波形部

分 のパルスの組合せ は種 によ り異な った。 この波形部分

は一般 に,規 則的波形の前 または後に現 われ たが,規 則

性がない ことは信号 として不 適当であ り,主 振動波 に対

し,間 奏の意味が強い と考 えられ る。次 に,雌 の求愛歌

は3種 ウンカと も単調で規則的なパルスの連 続 で あ っ

た。雌求愛歌の種特異性は秒 当 りパルス数 に現われ たが

(第2表),近 似値 を示 した セジロウンカ(11.5/sec)と

セジロウンカモ ドキ(10.7/sec)の 場合,前 種 は大小2

種のパルスが交 互に現 われ ることによ り,後 の種の波形

と明 らかな識別がで きた(第1図 下左半分)。 な お,セ

ジロウンカ雌のパルス数 はICHIKAWA(1979)の 場合

平均9.69(変 動 幅7.95～11.88)で あると報 告 したが,

本試 験におけ る変動幅 はほぼ秒 当 り11～12で あった。パ

ルス間隔は虫の羽化後 日令,雄 の求愛歌の有 無,温 湿度

の他,オ シ ログ ラフ撮影 に伴 う機械的誤差な どに よる変

動が考 え られ,更 に検討の必要が あろう。

一般 に,種 間に類似 した求愛歌ない し部分的に類似 し

た波形が あれ ば,そ れ らの種分化が行われてか ら歴 史が

浅い とか,寄 主,季 節,地 理な どに よる一時 的な隔離 に

過 ぎない と考え られ るが,本 種にみ られ るよ うに雌雄 と

も種間で類但性がない ことは,種 の分化が明 白で あるこ

とを証拠立 て るものであ る。

3.種 間交雑

供試 したすべての組合せで産卵数は多 かったが,ふ 化

幼 虫,発 育卵 と も全 く得 られなかった。異種雌雄問 に交

尾が成立 したか どうかは未 検討 であ るが,少 な くと も種

間交雑 は容易 に行われ難 く,生 殖隔離 は明確 であること

を裏付 けた。

結 語

以上の結果か ら,Sogatella属 の生殖隔離 は明確であ

り,種 特異的な求愛歌が重要な意義 を もってい ると考 え

られ る。雄の求愛歌 は雌 よ りも複雑で あるが,そ の程度

はINOUE(1982)がツ マグ ロヨコバ イとその同胞種で

述べた よ うな複雑 な ものではな い。 ウンカ,ヨ コバ イ同

胞種の求愛歌 の種 間変異 について,本 邦ではほ とん ど研

究が行われず,今 後 に残 された問題 とい える。 また,新

井(1978)が 形態的 に酷似 した ヒシモンヨコバ イの集 団

か ら,求 愛歌 の差異 によ り新種 を発見 した ように,求 愛

歌 の研 究は分類学上の有力な手段 に もな ると考 え られ る。
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